




異化
そして異化はグルコースからATPを取り出すこと．まさに私たちのイ

メージする「代謝」です．高校生物でも学んだ，グルコース１個と酸素か
ら，二酸化炭素と水とATPができる「あの式」ですね．化学パートでも確
認しましたが，念のために復習しましょう．

　C6H12O6＋6O2→6CO2＋6H2O＋36ATP

ここで「38ATPって勉強したんだけど…？」と気になる人がいるはず
です．それ，ヒト細胞の代謝式でしたか？　もちろん，ヒトの細胞でも場
所によっては38ATPを取り出せます．でも，筋肉（骨格筋）細胞では，
グルコース１個から取り出せるATPは36ATPになります．その違いは「途
中の運び方の違い」です．ATPを取り出す代謝（異化）のプロセス，もう
少し詳しくみておきますよ．

グルコースからATPを取り出すためには「解糖系」「TCAサイクル（ク
エン酸回路）」「呼吸鎖（電子伝達系）」が必要です．忘れていた人，思い出
せましたか？　大事なところなので，まずは名前をちゃんと覚えましょう．

解糖系
では，それぞれの内容についてみていきましょう．まずは解糖系です．
解糖系はグルコース１個からピルビン酸２個と２個のATP，２枚の

NADHを取り出すプロセス（過程）．ここはよくみると２段階に分かれて
います．

第１段階では，グルコース１個あたり2ATPを使ってグルコースを分解
しやすい状態にします．

第２段階では，この分解しやすくなったグルコース１個を，２個のピル
ビン酸に分けて，４個のATPと２個のNADHを取り出します．「（-2ATP） 
＋ 4ATP ＝ 2ATP」と表わされることもあるのはそのためです．

解糖系のプロセスは酸素がなくとも進むことができます．酸素が十分に
ないときの筋肉運動（無酸素運動）を支えてくれるのが解糖系ですね．そ
のときにできるものはピルビン酸２個ではなく，乳酸２個になります．な
お，乳酸のままでは次のプロセスであるTCAサイクルに入れることはで
きません．TCAサイクルに乳酸を入れたいなら，血液で肝臓に乳酸を運び，
ピルビン酸かグルコースに作り直す必要がありますよ．

僕１個から
36ATP！
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36か38かは，
途中の運び方の
違いなんだよ！
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